
専攻又は専修名 科目名 問題 出題意図

琉球芸能史（10月・２月） P1、2 P3

琉球古典語（10月・２月） P4～7 P8

英語（10月・２月） P9、10

独語（10月・２月） P11、12

伊語（10月・２月） P13、14

西洋音楽史（10月・２月） P16、17 P18、19

和声（10月・２月） P20、21 P22

英語（10月・２月） P9、10 P15

音楽・芸能の歴史と理論

（10月）２月実施なし
P23 P24

音楽学専修

P15

舞台芸術専攻

演奏芸術専攻

令和８年度音楽芸術研究科

入学試験（基礎能力）問題・出題意図
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琉球芸能史（10 月試験） 

 

【出題の意図】 

琉球芸能を学ぶために必要な基礎的知識を備えているかを問う。琉球芸能史、琉球音楽論、

琉球芸能論、民俗芸能の各分野に関する歴史的知識と専門的知識を有し、それらを踏まえて

論理的に記述する能力を評価する。 

 

【解答】 

記述式問題のため省略 

 

 

 

琉球芸能史（２月試験） 

【出題の意図】 

琉球芸能を学ぶために必要な基礎的知識を備えているかを問う。琉球芸能史、琉球音楽論、

琉球芸能論、民俗芸能の各分野に関する歴史的知識と専門的知識を有し、それらを踏まえて

論理的に記述する能力を評価する。 

 

【解答】 

記述式問題のため省略 
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琉球古典語（10 月試験） 

 

【出題の意図】 

問題 1 

琉球芸能を学ぶために必要な基礎的知識を備えているかを問う。問題 1 では琉球古典音

楽・琉球古典舞踊（および雑踊等）にも共通して用いられる琉歌の読み、現代語訳を行う能

力を評価する。読みについては琉球古典芸能の基礎となる首里語の専門的知識を有してい

るかを評価し、現代語訳では琉歌組踊語（琉球古典語）における文法などの専門的知識を有

しているかを評価する。 

 

問題 2 

 組踊を学ぶために必要な基礎的知識を備えているかを問う。琉球古典芸能に共通する組

踊語（琉球古典語）の現代語訳を行う能力を評価する。現代語訳および品詞の活用や機能に

ついて琉歌組踊語（琉球古典語）における文法などの専門的知識を有しているかを評価す

る。 

 

 

琉球古典語（２月試験） 

 

【出題の意図】 

問題 1 

琉球芸能を学ぶために必要な基礎的知識を備えているかを問う。問題 1 では琉球古典音

楽・琉球古典舞踊（および雑踊等）にも共通して用いられる琉歌の読み、現代語訳を行う能

力を評価する。読みについては琉球古典芸能の基礎となる首里語の専門的知識を有してい

るかを評価し、現代語訳では琉歌組踊語（琉球古典語）における文法などの専門的知識を有

しているかを評価する。 

 

問題 2 

 組踊を学ぶために必要な基礎的知識を備えているかを問う。琉球古典芸能に共通する組

踊語（琉球古典語）の現代語訳を行う能力を評価する。現代語訳および品詞の活用や機能に

ついて琉歌組踊語（琉球古典語）における文法などの専門的知識を有しているかを評価す

る。 
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外国語科目 

 

【出題の意図】 

大学院での研究に必要とされる外国語の読解力を問うことを目的としている。和訳や構文

理解を問う問題などを通して、（１）文章全体の流れを大局的に把握できているか（２）文

構造や語彙表現を正しく理解できているか（３）理解した内容を的確に記述できている

か、という観点から評価を行う。 
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⻄洋⾳楽史（令和 8 年度 10 ⽉⼊試） 

 
 
【出題の意図】 

本試験科⽬では下記の３問を出題し、⼤学院での研究に必要な⻄洋⾳楽史の知識を備え
ているかを問う。 
 
I ⻄洋⾳楽史全般に関する記述式問題（記述式問題のため、解答例は省略） 

⻄洋⾳楽史全般に関する問いの内容を正確に理解し、具体例を挙げながら論理的かつ的
確に説明する能⼒を問うことを狙いとしている。採点にあたっては、１）出題⽂の意味を正
しく理解し、的確な解答を導きだしているか、２）論理的な⽂章で解答されているか、３）
解答の⽂章表現は適切か、といった観点から減点法で評価する。 
 
II 声楽史・鍵盤⾳楽史・管弦楽史の各領域に関する記述式問題（記述式問題のため、解答例は
省略） 

声楽史・鍵盤⾳楽史・管弦楽史より１つを選択して解答させる。解答者が選択した領域に
関する問いの内容を正確に理解し、具体例を挙げながら論理的かつ的確に説明する能⼒を
問うことを狙いとしている。採点にあたっては、１）出題⽂の意味を正しく理解し、的確な
解答を導きだしているか、２）論理的な⽂章で解答されているか、３）解答の⽂章表現は適
切か、といった観点から減点法で評価する。 
 
Ⅲ ⻄洋⾳楽史における重要な⽤語に関する記述式問題（記述式問題のため、解答例は省略） 

⻄洋⾳楽史から重要な専⾨⽤語を 4 つ出題し、解答させる。出題されたそれぞれの⽤語
の意味や内容を正確に理解し、その定義を端的にまとめて説明できる能⼒を問うことを狙
いとしている。採点にあたっては、１）出題された専⾨⽤語を正しく理解し、的確な解答を
導きだしているか、２）論理的な⽂章で解答されているか、３）解答の⽂章表現は適切か、
といった観点から減点法で評価する。 
 

18



 
⻄洋⾳楽史（令和 8 年度 2 ⽉⼊試） 

 
 
【出題の意図】 

本試験科⽬では以下の３問を出題し、⼤学院での研究に必要な⻄洋⾳楽史の知識を備え
ているかを問う。 
 
I ⻄洋⾳楽史全般に関する記述式問題（記述式問題のため、解答例は省略） 

⻄洋⾳楽史全般に関する問いの内容を正確に理解し、具体例を挙げながら論理的かつ的
確に説明する能⼒を問うことを狙いとしている。採点にあたっては、１）出題⽂の意味を正
しく理解し、的確な解答を導きだしているか、２）論理的な⽂章で解答されているか、３）
解答の⽂章表現は適切か、といった観点から減点法で評価する。 
 
II 声楽史・鍵盤⾳楽史・管弦楽史の各領域に関する記述式問題（記述式問題のため、解答例は
省略） 

声楽史・鍵盤⾳楽史・管弦楽史より１つを選択して解答させる。解答者が選択した領域に
関する問いの内容を正確に理解し、具体例を挙げながら論理的かつ的確に説明する能⼒を
問うことを狙いとしている。採点にあたっては、１）出題⽂の意味を正しく理解し、的確な
解答を導きだしているか、２）論理的な⽂章で解答されているか、３）解答の⽂章表現は適
切か、といった観点から減点法で評価する。 
 
Ⅲ ⻄洋⾳楽史における重要な⽤語に関する記述式問題（記述式問題のため、解答例は省略） 

⻄洋⾳楽史から重要な専⾨⽤語を 4 つ出題し、解答させる。出題されたそれぞれの⽤語
の意味や内容を正確に理解し、その定義を端的にまとめて説明できる能⼒を問うことを狙
いとしている。採点にあたっては、１）出題された専⾨⽤語を正しく理解し、的確な解答を
導きだしているか、２）論理的な⽂章で解答されているか、３）解答の⽂章表現は適切か、
といった観点から減点法で評価する。 
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令和 8年度沖縄県立芸術大学音楽芸術研究科入学試験（10月試験） 

入学試験問題 

出題意図 

 

科目名：和声 

専攻名：演奏芸術専攻 

 

本問題では、受験者が和声課題において以下の点を適切に理解し、実践できているかを評価す

る。 

1. 終止点を正確に把握し、適切に構成できているか。 

2. 転調箇所を正しく見出し、適切に処理できているか。 

3. 和音連結法の原則に基づき、適正な和声進行を構成できているか。 

4. 各声部が独立性と音楽的な自然さを備え、記述されているか。 

 

 

 

令和 8年度沖縄県立芸術大学音楽芸術研究科入学試験（２月試験） 

入学試験問題 

出題意図 

 

科目名：和声 

専攻名：演奏芸術専攻 

 

本問題では、受験者が和声課題において以下の点を適切に理解し、実践できているかを評価す

る。 

1. 終止点を正確に把握し、適切に構成できているか。 

2. 転調箇所を正しく見出し、適切に処理できているか。 

3. 和音連結法の原則に基づき、適正な和声進行を構成できているか。 

4. 各声部が独立性と音楽的な自然さを備え、記述されているか。 
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音楽・芸能の歴史と理論（10 月試験） 

 

【出題の意図】 

１．音楽学研究に必要な基礎的知識および理解力を備え、それらを基に具体的な事例を挙げ

ながら論理的に考察・論述する能力を有しているかを問う。 

２．多様な音楽を理解するために必要な音楽用語、楽器、ジャンル等に関する基礎的な知識

と、それぞれの音楽文化の特徴や背景に対する理解を問う。 

 

【解答】 

記述式問題のため省略 

 

 

 

音楽・芸能の歴史と理論（２月試験） 

実施なし。 
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